
　

県
内
小
学
４
年
生
〜
中
学
２

年
生
及
び
そ
の
家
族

■
内　

容

・ 

動
物
愛
護
や
正
し
い
犬
や
猫

の
飼
い
方
講
話

・ 

子
犬
の
シ
ャ
ン
プ
ー
、爪
切
り
、

聴
診
体
験
な
ど

※
子
犬
の
体
調
に
よ
り
内
容
の

変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

10
月
29
日
㈪
〜
11
月
2
日
㈮

■
申
し
込
み
先

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー　

普
及
調
査
課

　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

親
子
で
考
え
よ
う
！

家
庭
の
日

　

秋
の
体
験
学
習

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
動
物
の
適
切
な
飼
育

及
び
動
物
愛
護
に
関
す
る
正
し

い
理
解
、
習
得
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

11
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

■
会　

場

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
今
宮
4
―
７

―
8
）

■
対　

象

10
月
は

「
３
Ｒ
推
進
月
間
」で
す
！

　

３
Ｒ
と
は
、
資
源
の
無
駄

遣
い
を
な
く
し
、
ご
み
を
減
ら

す
【Reduse

】、
使
え
る
も
の

を
再
使
用
す
る
【Reuse

】、
そ

し
て
資
源
を
再
生
利
用
す
る

【Recycle

】
の
こ
と
で
、
環
境
と

経
済
を
両
立
す
る
循
環
型
社
会

の
構
築
に
か
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
」

「
過
剰
包
装
を
避
け
る
」「
分
別

回
収
を
徹
底
す
る
」
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

マ
イ
バ
ッ
グ
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
！

　

県
内
に
お
い
て
、
身
近
な
生

活
の
中
で
で
き
る
ご
み
減
量
化

の
た
め
の
具
体
的
行
動
と
し
て
、

消
費
者
・
事
業
者
・
行
政
に
よ

る
統
一
行
動
「
マ
イ
バ
ッ
グ
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
れ
ば

買
い
物
で
レ
ジ
袋
を
も
ら
う
必

要
が
な
く
な
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
の

生
活
の
中
か
ら
、
ご
み
の
減
量

化
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
の
出
し
方
の

お
願
い
！

〜 

ビ
ニ
・
プ
ラ
を
ご
み
出
し
す

る
と
き
〜
国
分
寺
・
南
河
内

地
区
の
皆
様
へ

　

洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
ビ

ニ
・
プ
ラ
（
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
ビ
ニ
ー
ル
）
は
、
小
山
広

域
保
健
衛
生
組
合
で
圧
縮
梱
包

さ
れ
た
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
材

料
と
な
り
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
工
程
の
中
で
、

汚
れ
て
い
る
と
品
質
の
低
下
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
様
一
人
ひ

と
り
の
ご
協
力
に
よ
り
資
源
化

が
さ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〜 

有
害
ご
み
の
出
し
方
！

注
意
！
〜

　

有
害
ご
み
は
さ
ら
に
分
別
が

必
要
で
す
。
分
け
方
・
出
し
方
は
、

行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の

う
え
、
一
つ
の
袋
に
混
入
し
て

出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

分
別
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
回

収
さ
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

あなたの犬・ねこが
ご近所から好かれるために

　誰もが犬・ねこを好きとはかぎりません。ルー
ルを守らない犬・ねこの飼い方は誰もが不快です。
みんなから理解が得られるよう、飼い主は責任と
自覚をもって犬・ねこを飼いましょう。飼い主
のモラルが問われています。近隣や周囲の人に迷
惑をかけることなく、楽しく快適にペットと暮ら
しましょう。
■『ふん』の処理は飼い主の責任です。
・ 散歩中は「ふん」を片付ける道具を携帯し、必
ず「ふん」を片付け自宅で処理してください。
道路や公園など、公共の場所を汚さないように
しましょう。

・ ねこは専用のトイレを用意し、決まった場所で
させましょう。

Shimotsuke

広報しもつけ　2012.10
16


